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２００１年１月の「e-Japan 戦略」策定以降，５
年以内に世界最先端の IT国家になるという目
標達成に各政府機関は一丸となって取り組んで
まいりました。その結果，この５年間にブロー
ドバンドインフラの整備と利用は広がり，高機
能の携帯電話が普及し，テレビ放送のデジタル
化が進むなど，我が国の IT基盤は世界最高水
準といわれるほどの著しい進展を遂げてまいり
ました。
一方で行政サービス・医療・教育分野での
IT利活用は思うように進まず，地域や世代間
での情報活用における格差が顕在化し，セキュ
リティ対策や防災・災害対策，産業の国際競争
力の強化等については，依然として課題が存在
しています。
そこで，IT戦略本部では，２００６年以降も引
き続き世界最先端の IT国家であることを目標
とする「IT新改革戦略」を本年１月１９日に決
定し，２０１０年には IT改革を完成させ世界の IT
革命を先導する「フロントランナー」になるこ
とを目指しています。総務省では，２０１０年を目
標にユビキタスネット社会の実現に向けたネッ
トワーク政策，「u-Japan 政策」を提唱し，これ
らを支えています。
さて，四国では中山間地・島嶼部等において
ブロードバンドサービスが全く提供されていな
い地域が数多く存在するなど，地域間の情報格
差，いわゆるデジタルディバイドが大きな課題

となっています。今年度創設された交付金等の
活用と地方公共団体，関係事業者等との十分な
連携により，この格差解消を強く進めてまいり
ますが，一方で万全の情報セキュリティ対策や，
地震，台風など非常災害時における通信手段の
確保を図るなど，安心・安全な社会を実現する
ための基本的な情報通信サービスの充実も欠か
せません。
また，地上デジタルテレビ放送は家庭で最も
身近な ITインフラとして期待されていますが，
四国では今年１０月に徳島，愛媛及び高知の各県
で，１２月には香川県で開始される予定です。２０１１
年７月のデジタル完全移行に向け，放送会社，
メーカー，販売店などの関係者の他，各県，市
町村のご協力をいただきながら，デジタルテレ
ビの普及・促進と受信環境の整備を推進したい
と考えております。さらに，次世代の IT社会
の基盤形成に四国の優れた技術ポテンシャルを
活かすため，研究開発等の支援を通じた産学官
の連携強化を図ることも重要です。
四国総合通信局では，IT新改革戦略が目指
す「いつでも，どこでも，何でも，誰でも」ネ
ットワークにつながる IT基盤を整備し，誰も
が元気で安心・安全に暮らせて活力ある四国地
域を実現するための施策に引き続き取り組んで
まいります。皆様のご理解とご支援を賜ります
よう，よろしくお願い申し上げます。

IT 新改革戦略と
四国での u -Japan 政策

四国経済連合会参与（四国総合通信局長） 久保田 誠之

３月末の冷え込み，４月としては記録的な大雨で，今年は
のんびりと桜を愛でる機会が少なかったように思われます。
それでもこの時季の雨は，花や木々の芽吹きを更に進ませ，

若葉は一層輝いて見えます。事務所から見える玉藻公園のク
スの木は，一気に新緑に衣替えです。

さて，去る３月１７日（金）には，高松市で広域連携特別委員
会主催による講演会が開催されました。講師には，２月末に
道州制についての答申を行った第２８次地方制度調査会の松本
英昭専門小委員長をお招きし，「地方分権と道州制のあるべ
き姿～地方制度調査会の答申について～」をテーマにご講演
を承りました。地方分権，道州制を巡る歴史的経緯や今回の
答申の内容などについて，分かりやすくご説明いただきまし
た。
今月号は，この講演会の概要と，「居住地に関する意識調

査」，「四国企業のウォームビズに関するアンケート調査」の
結果を中心に編集しております。是非ご一読をお願いいたし
ます。

先月に引き続き，事務局で異動がありました。調査役の古
谷幸司氏，釜野清登氏，友近昭彦氏，小原正昭氏，坂野崇氏
が出向元に帰られ，後任に山崎浩司氏，植木徹也氏，菊池聖
氏，兼田匡章氏，神野正人氏が着任しました。
「事務局紹介」でもご紹介しておりますが，よろしくお願
い申し上げます。

待ちに待ったゴールデンウィークがもうすぐ始まります。
今年は，最大９連休も可能とあって，海外旅行者は過去最

高の約５７万人，国内旅行者と合わせると約２，０９１万人（JTB
調べ）の大移動だそうです。中でも女性の人気を集めている
のは，海外旅行ではビジネスクラスで行く「豪華版」のプラ
ン，国内旅行では，都心の超高級ホテルに泊まり，表参道の
話題スポットなどを訪れる東京ツアーのようです。

また，野山では，摘み草や山菜採りなどに絶好の時季でも
あります。澄んだ空気の中，手作りのお弁当を食べ，一日を
ゆっくり過ごすのも楽しみ方の一つです。

日々初夏に近づいてゆきます。
季節の変わり目，お体ご自愛下さい。

（おおばやし）

イロ スミ

編 集 後 記
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二月に女房と二人で世界一周チケットを買い，
北米・南米・ヨーロッパ・アジアと四大陸を二
週間で周って来た。一番の目的はチリにおける
サケ・マスの養殖漁業の視察であった。
最近スーパーマーケットや百貨店でサケを買
うと，ノルウェー産とかチリ産といった表示が
目に付く。私たちはサケと聞くと北海道やアラ
スカをイメージする。日本のサケの漁獲量は２７
万 t，日本以外の世界の漁獲量は２６万 tで二分
されている。元来サケは北半球にしか生息しな
かった。オホーツク海，ベーリング海，ノルウ
ェー海で生息し，カムバックサーモンで有名な
産まれた川に世界の海を回遊して何年後かに帰
ってくる習性がある。この習性を利用して北海
道やノルウェーでサケの養殖漁業が盛んになり，
今やサケ・マス漁業の半分が養殖となった。サ
ケのいなかった南半球で養殖がスタートしたの
は２０年前である。ノルウェーのフィヨルドを利
用してサケの養殖が活発になり，その技術を生
かしてチリの４２００キロと長い海岸線を利用して
サケの放流が始まった。不思議なことに北半球
で獲れたサケの卵を孵化させて南半球の川に放
流するとサケは成長するけれども，いつの間に
かいなくなってしまった。おそらく北半球に戻
ったのではないか。それでは生け簀の中で養殖
してはどうかということになり，卵から稚魚に
一年，淡水と海水の養殖場で５キロまで成育す
るのに一年かけてサケの養殖に成功した。今で
はチリ産のサケが世界のマーケットシェア２５％

を確保し，チリの輸出産業のナンバー２になっ
た。
３０年前までは，日本は水産大国であった。日
本の人と船で世界の海から自由に魚を獲ってき
て日本で消費した。二百海里の国際法により，
世界の沿岸では自由に魚が獲れなくなった。日
本の船や技術を海外に売り，開発輸入の時代が
長く続いた。今や世界の漁獲量のナンバー１は
中国で４５７０万 t，二位ペルーで６１０万 t，三位イ
ンドで５９０万 t，四位がインドネシアで５７０万 t，
五位が米国で５５０万 t，六位がやっと日本で５４０
万 tである。魚の消費量は日本が一番多いけれ
ど，品種によっては外国の消費が多いものもあ
る。
すり身を原料としたカニ足が，世界のブーム
になっている。ヨーロッパで獲れたスケソウダ
ラの８０％は欧州で消費され，日本へは残りの
２０％が輸出されている。
食の安全や健康が世界の話題になっている。
鳥のインフルエンザ，牛肉のBSE問題から魚
が注目されている。一人当たりの医療費はアメ
リカが５５００ドル，ドイツ・フランスが３０００ドル，
日本は２０００ドルと先進国の中では低い。日本の
食文化が見直され，魚の消費が世界に広がって
いる。
日本や世界の人々に健康で安全な食生活を提
供していく上でも，長年培われたバイオや養殖
の技術でグローバルの輪を広げ，水産業のグロ
ーバルリーダーとしての活躍を祈っている。

サケと世界一周

四国経済連合会常任理事（旭食品株式会社会長） 竹内 克之

風の薫りもさわやかな新緑の季節の到来です。

休日に西瀬戸自動車道しまなみ海道へ出かけて来ました。

真っ青な空と碧い海，立ち寄った島では野草たちの香るグリ

ーンノートのすがすがしい風に吹かれ，深呼吸し，心からゆ

ったりとした時を過ごすことができました。そして何より，

空を仰ぐことを思い出させてくれました。晴れた日の空がこ

んなにステキだったなんて，と，ちょっと感動してきました。

さて，今月号では，５月１２日に内閣官房，四国総合通信局，

四国経済産業局との共催により情報化委員会の講演会を開催

いたしました。講師に内閣府大臣政務官 平井たくや氏を迎

え，「IT 新改革戦略～いつでも，どこでも，誰でも IT の恩

恵を実感できる社会の実現～」をテーマにご講演いただきま

した。当日は，会場が満席となり，多くの方々が関心を持っ

ておられると実感いたしました。

来る，６月１６日には第４４回定時総会を開催いたします。

特別講演では，国際基督教大学 教授 八代尚宏氏から「日本

経済の展望と課題 ～構造改革と所得格差～」と題してご講

演いただきます。また，総会後には懇親パーティも予定して

おります。会員の皆様多数のご参加をお待ち申し上げており

ます。

はしり梅雨でしょうか，例年よりも雨の日が多いように思

います。さわやかな季節もあっという間に過ぎてしまいます。

気持だけは５月のさわやかさを失うことなく過ごしたいもの

です。ご自愛下さい。

（きむら）

イロ スミ

編 集 後 記
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昨年，戦後初めて出生率が死亡率を下回りま

した。予想を上回る速度で日本の人口減少／高

齢化は進行しており，経済，社会，政治に及ぼ

す影響や対応策についての議論も盛んに行なわ

れています。また，日本全体の景気が上向く中

で，大都市圏への人口集中をはじめ様々な地域

間格差が目立つようになってきました。地域の

活性化と自立を如何に実現するかは日本全体の

大きな問題でもあります。

日本は科学を通じて人々が豊かになる国，科

学を通じて世界に貢献する国～科学技術創造立

国～を目指しており，研究開発を通して産業競

争力強化や地域活性化を実現しようとの期待が

日増しに高まっています。

（独）産業技術総合研究所（産総研）は，持続

的発展可能な社会の実現に向けた研究開発を基

本理念としており，産総研の地域センターでは，

地域の産業的・技術的特性を踏まえた世界水準

の研究開発を実施するとともに地域の産学官と

の連携を強め，研究拠点及び連携拠点として産

業技術の発展に寄与しようと考えています。

高齢化・過疎化が他地域より先行している四

国では，シニアを含めた地域住民がみな健康・

元気で社会・経済活動に加わり，地域活性化に

寄与していくことが重要です。産総研四国セン

ターでは，四国全体の課題に対処するため，昨

年，『健康工学研究センター』を設置しました。

健康の維持増進に係わる工学研究の拠点を目指

して，疾病の予知診断に用いる精密光計測技術

やデバイスの開発，生活圏にある健康リスク物

質を分離・除去・無害化する技術開発等を推進

しています。

また，四国の活性化につながるよう『広域連

携』に向けた取り組みを始めています。四国の

地域ニーズを把握し，特色ある研究ポテンシャ

ルを有する地域・機関・研究者が連携協力しつ

つ技術開発を効果的に推進するため，四国国立

５大学との包括協定締結，西条情報支援センタ

ーに技術相談窓口を設置，四国の経済団体や公

設研との意見交換等とともに，全産総研の技術

シーズの移転・普及へ向けた出前講演会やセミ

ナーも実施しています。

今後，四国の様々な分野の方々とともに，ネ

ットワークの形成，新規テーマ提案等へ展開し

たいと考えています。是非，皆様のご理解，ご

支援，ご協力をよろしくお願い申し上げます。

『科学技術の連携・協力で
地域の活性化を』

四国経済連合会参与
（（独）産業技術総合研究所四国センター所長） 一條 久夫

ドイツW杯が開幕しました。

各国のスター選手の妙技やチームの組織力，また，せっか

くの得点チャンスを逸した瞬間など，興奮覚めやらぬまま眠

れない夜を過ごした方も多かったのではないでしょうか。

四国経済連合会では，平成１８年度の重点課題の１つである

スポーツ支援の一環として，サッカー J２「徳島ヴォルティ

ス vs 愛媛 FC戦」の観戦ツアー（６月２４日（土））を実施い

たしました。高松発と松山発それぞれ大勢ご参加いただき，

鳴門総合運動公園に乗り込みました。梅雨時期にもかかわら

ず絶好の観戦日和のもと試合はおおいに盛り上がり大熱戦の

末，愛媛 FCが勝利を収めました。

ご参加くださいました皆様，お疲れ様でした。

６月１６日（金）には高松市で第４４回定時総会を開催しました。

総会におきまして，平成１８年度事業計画ならびに予算のご承

認をいただきました。また，特別講演では，国際基督教大学

教授 八代尚宏氏より「日本経済の展望と課題 ～構造改革と

所得格差～」についてお話を承りました。

同総会をもちまして，小原常務理事が退任し，後任の常務

理事には三木義久氏が就任いたしました。前任者同様，よろ

しくお願い申し上げます。

詳細につきましては，次号でご報告させていただきます。

今月号は，５月２２日に徳島市で開催いたしました，産業委

員会を中心に掲載しております。

蒸し暑い日が続いております。四経連事務局では，昨年に

引き続き，省エネ対策の一環としてクールビズを推進してい

ます。当会主催の行事には，軽装でお越しくださいますよう

お願い申し上げます。

（わたなべ）

イロ スミ

編 集 後 記
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私が最初に中国を訪問したのは，昭和４４年
（１９６９年）の秋の広州交易会の時で，その頃は
文化大革命の最中であり，日中間の国交も回復
していない状態であった。日本からは香港経由，
深�，広州と列車を乗り継いでの長旅であった。
深�では香港の列車から中国側の汽車に乗換
える際，国境の橋を荷物を持って徒歩で渡った
のであるが，自動小銃を持った１０名ほどの中国
兵が我々を鋭い目で見つめており，交易会に参
加する様な雰囲気ではなかった。
また会場には日本人のみ集められ，渡された

毛沢東語録を朗読してから商談するという異様
な形であった。勿論商談は不成立で帰国したが，
良い印象は全くなかった。従って，この後８０回
もこの国を訪れることになろうとは夢にも思わ
なかった。
２回目の訪中はそれから５年の後であり，中

国側から当社の機械を買いたいので北京に来て
欲しい旨商社を通じて要請があった。時は昭和
４９年（１９７４年）９月２０日頃であった。田中角栄
首相により国交は回復されていたが，やはりま
だ直行便はなく，香港，深�，広東経由北京と
二泊三日を要した。ただ文化大革命は終りに近
く，紅衛兵はいなくなっていた。
いわゆる第一次オイルショックの後で日本で

は石油が一挙に４倍となり，物価，賃金が暴騰
し，我々の輸出価格も１５～２０％値上げをしなけ

れば採算が取れない状態であった。メーカー，
商社を合わせて１００名を超える日本勢が７月初
旬から下旬にかけて北京入りをし，連日の値上
げ交渉を続けていたが，中国側も頑なに認めず，
商談は一向に進んでいなかった。
北京の民族飯店に宿を取り，早速メーカー，
商社の１０社ほどから情報を収集したが，どこも
まだ決まっていない。ましてや２カ月も遅く来
て値上げを認めてくれる筈がないと言われた。
当時は両国の貿易の規模も小さく，L/T 貿易

（劉少奇と高崎達之助の頭文字をとってつけた
もので輸出入全体で４０億＄を目標としていた）
と称し，日中貿易友好協会が全体を統率してい
た。情報分析した結果，我が方は相当に不利な
条件，状況であり，明日の午後１時からの交渉
は相当難航するであろう事が予測出来た。
その夜１時間余り１人で考えたが，難しい状
態を打開するにはこの商談をもっと高い所から
見よう，それには今回の商売にとらわれずに日
中貿易の将来を考えて交渉しようと考えてみた。
ふと当時の周恩来首相の四原則という言葉が
頭をよぎった。
（日清戦争で日本が清国に勝利し，台湾を半世
紀にわたり日本の国とした。その後日本の敗戦
で中国に返還したが，中国の周四原則は日本と
台湾との関係に釘を刺す為のもの）

私の中国貿易の原点

四国経済連合会副会長（株式会社タダノ相談役） 多田野 久

千思万考

2 四経連２００６．７
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考えた挙句新しく作りあげたのは多田野対中
貿易四原則
１．常に多田野が持つ最新の技術を提供しま
しょう

２．中国へは最恵価格を提示しましょう
３．多田野は長期的に安定的な貿易を望んで
います

４．商売だけでなく友好を増進しましょう
この四原則が多田野の精神であり，今後変わ

ることなく続けると締めくくった。（この考え
方は現在も後輩達に受け継がれている）
夜が更け１２時過ぎに通訳を呼び，中国語に訳

してすらすら口から出るまで練習するように言
って床についた。
翌日午後１時，機械進出口總公司談判室（商

談をする部屋の呼び名）に入り，公司の S先
生方と面談した。用意した四原則を中心に約２０
分程度こちらの考え方を話したが，静かに聞い
ていた S先生が「多田野先生少しお待ち下さ
い。」と言って部屋を出て行った。１０分程度後，
上司を連れて来て，改めてもう一度話して欲し
いと言われ，同じ事をしゃべった。一呼吸おい
てその上司から，「私達は貴方のような人を待
っていました。早速見積書を出して下さい。」
と言われ，カバンの中に用意していた１５％程度
の値上げを記した見積書を相手に渡した。しば
らくじっと見つめてから，「我々との距離はそ
んなに遠くないですね。明日またこの時間に来
て下さい。」と言われた。同席した中国側の人
達の目が輝いていた。
ここまで２カ月以上，油が高くなった事を理

由に，誰と何回話しても値を上げろの大合唱で
うんざりしていた時だけに，余計に私の話が新
鮮だったのかも知れない。
２回目の面談では和気藹々と話が進み，双方

が満足出来る一致点で握手となった。２～３日
後に広東経由で日本に帰る旨を話したところ，
S先生は「言行不一致ですね。多田野四原則の

中で友好増進と言われたのにすぐ帰るのですか。
今年は中国建国２５周年です。中秋の北京をゆっ
くり楽しんで下さい。」と言われた。
契約番号が口頭で発表され，ホテルに帰って
日中貿易友好協会に報告したところ，「貴方は
一昨日北京に着いた人でしょう。何故そんなに
早く決まったのですか。」と驚いていた。
その晩，数社の方が私の部屋に来られ，どう
いう話をしたのですかと聞かれたので，「私が
話をしても貴方方では無理ですよ。何故ならば
私が一番後から来たからです。」と言ったら，「そ
れだけでは分かりません。詳しく話を聞かせて
下さい。」と粘られ，最後に「私は値上げをし
て下さいと一度も言わなかった，それが答えで
す。」と言って帰ってもらった。しかしこれを
契機に各社の商談は次々と決まっていった。
それから９年後，中曽根首相時代に日中友好
条約四原則なるものが締結された。
１．技術交流 ２．互恵平等
３．長期安定 ４．友好増進
私の考えた多田野対中貿易四原則と内容がほ
とんど同じであったというのは，今も不思議な
ことである。

3２００６．７四経連



………………………………………………………………………………………

2

政府は攻めの農政の一環として，農産物の輸

出促進に力を入れており，輸出に関わる様々な

情報の提供や，国際見本市の開催にあたっての

支援などを行ってきている。こうした動きの中

で中国四国農政局は昨年度，岡山，広島及び四

国の大学に在学している中国人留学生を対象に

国産農産物と食品に対する嗜好調査を行い，８７８

人から回答を得た。結果は農政局のホームペー

ジで紹介しているが，人気の農産物は１位がコ

メ，２位が和牛，３位がモモ，４位がブドウだ

った。コメと和牛については，回答者のそれぞ

れ３６％，３１％が帰国後も買いたいと答えている。

伝統的輸出産品であるナシ，ミカンは予想外の

低位で，買いたいという回答は１０％程度だった。

食品では１位が日本酒，２位がうどん，３位が

みそ，４位がカレーだった。この中では，日本

酒が群を抜いており，帰国後も買いたいという

答えは３１％だった。一方，緑茶や焼酎は人気が

なく，買いたいという回答は１０％以下だった。

この結果を受け，今年は日本酒に的を絞り，よ

りきめ細かいアンケート調査を企画している。

先日，徳島県の加工食品メーカーであるマル

ハ物産の林香与子社長とお話する機会があった。

マルハ物産はレンコンの輸入で中国と長年取引

されており，中国人の嗜好についてもよくご存

知だった。例えば，コメなら１０キロ１万円以上

する金芽米のようなイメージ，日本酒なら果実

酒的な飲み方の出来るものがよく，瓶のデザイ

ンや色，包装が際立っており，高級感があるこ

とがポイントだそうだ。また，中国の富裕層に

日本製ドレッシングが人気という意外な話もお

聞きした。こうした貴重な情報も踏まえ，今後

の輸出戦略を練りたいと考えているところだ。

昨今，日本食品の輸出にあたって国際見本市

への出展に熱心な団体が多いが，先方の嗜好を

知って事前に商品を絞り込むことが大事だ。や

みくもな出展は費用と労力が掛かるばかりであ

まり効果的でないと思う。私はかつてバンコク

に３年間駐在したことがある。そのため「日本

で売れそうなタイの食品は何か？」と聞かれた

らかなり的確に答える自信がある。それと同様

に，日本に長期滞在する外国人をモニターにす

れば，それぞれの国における精度の高い日本食

品のマーケティングができるだろう。また，林

社長のような中国通の方の意見を伺うことも大

事だ。こうしたマーケティングに四経連のお力

添えをいただければ大変有難いと思っている。

日本食品の輸出戦略

四国経済連合会参与（中国四国農政局長） 鮫島 信行

今年も花火が各地の夜空を彩り，多くの人々の目を楽しま

せました。夏の風物詩ともなっている，この花火は，お盆の

送り火から始まったと言われています。大輪の花火には，ダ

イナミックな美しさがあり見る者の心を躍らせますが，一方，

庭先で楽しむ線香花火にも花火本来の，儚い昔ながらの美し

さが感じられます。

さて，そのお盆の最中８月１５日（火）には「四国アイランド

リーグ選抜VS千葉ロッテ・マリーンズ（二軍）」交流戦が

「四経連特別協賛試合」として香川オリーブスタジアムで行

われました。

会員各社・団体様には，観戦チケットのご購入や，お楽し

み抽選会への賞品のご提供をいただき，ありがとうございま

した。

お陰様で，多くの家族連れが訪れ，２，５００名を超える入場

者となり，スタンドは大いに盛り上がりました。

子供たちはメガホンを握る手に豆を作るほど一生懸命応援

し，「野球が大好き」「大きくなったらプロ野球選手になりた

い」と，目を輝かせ，あこがれの選手にサインをしてもらっ

ていました。

うれしそうな子供たちの背中がとても印象的でした。

暑かった今年の夏も終わります。秋に夏の疲れを残さない

よう，ご自愛のうえお過ごし下さい。

（きむら）

イロ スミ

編 集 後 記
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原油価格の高騰が続いている。日本への原油
の１バレル当たり輸入価格は，２００１年の２０ドル
程度から上昇の一途を辿り，現在，約７０ドルと
３倍を超える水準にまで達しており，運輸・化
学業界など様々な分野に影響が及んでいる。し
かし，過去の原油価格高騰，すなわち１９７０年代
の二度のオイルショック時と現在では，国民生
活への影響は大きく異なっている。トイレット
ペーパーの買い占め騒動も，町からネオンが消
えることもない。この違いはどこから来ている
のか。
当時に比べ円高が進み，国内物価への影響が
和らいだ点はあるものの，大きな理由の一つは，
わが国が石油代替エネルギーの開発・導入に努
め，石油依存度を当時の８割近い水準から５割
まで引き下げたことではないか。
電力業界においても，原子力を中心に電源の
多様化を進めてきており，当社の電源構成で見
ると，第一次オイルショック時では７割を占め
ていた石油火力が，２００５年度には約１割にまで
低下する一方，原子力，石炭火力がそれぞれ４
割へと高まっている。
そして，もう一つの理由がエネルギー利用効
率の向上である。オイルショック以降，産業構
造の転換や省エネ技術の開発・導入により，
GDP当たりのエネルギー消費量を３割以上削
減し，その水準は，日本を１とすると，ドイツ
１．７，フランス１．９，アメリカ２．１，中国８．２と，
わが国は今や世界に比類なき省エネ国家となっ

ている。
しかしながら，わが国のエネルギー消費量は，
民生・運輸部門を中心に大幅な増加を続けてお
り，国が本年５月にまとめた「新・国家エネル
ギー戦略」では，２０３０年までに更に３０％の効率
改善目標が掲げられている。現在，わが国のエ
ネルギー自給率は２割を下回り，原子力を輸入
エネルギーに含めると僅か４％程度と，依然脆
弱な需給構造にあり，エネルギー利用効率の向
上は終わりなき課題となっている。
この課題の解決には，国の強力なリーダーシ
ップの下，地方がそれぞれの実情を踏まえつつ，
創意工夫をこらした施策を講じていくことが必
要不可欠である。
四国でも，パーク・アンド・ライドや公共車
両優先システムの導入等による公共交通機関の
利用促進，町ぐるみでの住宅用高効率機器の導
入，クールビズやウォームビズによるオフィス
冷暖房需要の抑制等，官民挙げた各種の対策が
拡がりつつある。
今後も，地域一体となり，住民意識の喚起，
効率的な交通・物流ネットワークなど資源節約
に資する経済・社会システムの構築等に積極的
に取り組み，「エネルギー利用効率の高い地域
づくり」を目指していかねばならない。こうし
た取り組みは，地域環境問題の解決に寄与する
とともに，新たな事業機会を生み出し，地域の
活性化にも繋がっていくものと信じている。

エネルギー利用効率の
高い地域づくり

四国経済連合会副会長（四国電力株式会社社長） 常盤 百樹

今月前半は前線の停滞や台風の接近などで雨の日が多く，

後半になってやっと青空が戻りました。

日中の暑さも和らぎ，朝夕は随分と過ごしやすくなりまし

た。特に明け方は，肌寒くさえ感じるようになりました。

いつもの散歩道で見つけたリンドウの，その控えめな姿に

心惹かれました。ヒマワリやカンナなどの夏の花達とは違う，

淡くやさしい色合いが好きです。

近くの畑では一面にコスモスが咲き乱れ，秋風に揺れるそ

の美しさは見事です。

さて，８月２８日に宇和島市において，四国西南開発特別委

員会と観光委員会の共催による講演会を開催し，グリーン・

ツーリズムを中心とした地域振興について，お二人の専門家

からお話を伺いました。翌日は，愛媛県愛南町にある㈱オプ

ティマ・フーズのフグ養殖工場を見学いたしました。

また，「道州制」に関する調査・検討の一環として，四経

連では，四国の自治体および経済界を対象にアンケート調査

を実施いたしました。ご回答いただいた９割の方が道州制へ

の関心を持っており，導入には約８割が賛成，また区域割り

については約７割が四国州が望ましいとしています。

今月号はこれらを中心に編集いたしております。

ところで，当会が運営している四国の総合ホームページ

『ウェルカム！四国』のアクセス数が増加しております。今

年４月以降の半年間で７０万件を突破し，既に昨年度の年間ア

クセス数６５万件を上回っています。

そのホームページに，このほど新しく「四国でロングステ

イ（長期滞在）を楽しむ！」を開設いたしました。

大都市圏の定年退職者等を対象に，長期滞在交流客を誘致

する取り組みの一環として，様々な体験メニューや宿泊施設

などロングステイに関する四国の情報を集め，紹介しており

ます。是非一度ご覧ください。

（http：／／www．wel-shikoku．gr．jp／）

（わたなべ）

イロ スミ

編 集 後 記
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ここ７年，連続してODA予算が削減され，
とうとう今年は最盛期の３分の２になってしま
ったが，これに対して多くの識者が批判的見解
を表明している。ODA/JICA による資金援助
や技術支援は，さまざまな問題点が指摘されて
はいるが，総体的には途上国の国づくり人づく
りに多大な貢献をなしてきたことは何人も否定
できない事実である。世界には JICA 派遣のた
くさんの日本人が危険な社会環境，厳しい自然
条件の地で，農業や産業技術，医療，教育など
の分野で指導や助言，実践的活動に熱心に取り
組んでおり，これら誠意ある日本人の行動が高
く評価されていることも周知のことである。
ODAの削減と歩調を合わせるかのように，
今年から文部科学省の方針変更により，発展途
上国のための地方大学の農学系留学生特別枠が
全廃される結果になり，私たちはこの事態を大
変憂慮している。四国には，香川大学，高知大
学，愛媛大学が参加してつくっている農学系の
連合大学院があるが，ここに熱帯・亜熱帯農学
留学生特別コースやアジア・アフリカ・環太平
洋農学留学生特別コースを設け，長年にわたっ
て，発展途上国の農業や環境保全に取り組む技
術者・研究者の養成に努めてきた。
世界の発展途上国，とくに，アジア地域にお
いてはどこの国でも農林漁業の役割は極めて大
きく，それに関連した水資源の確保，環境保全，

自然災害の軽減などの対策は，国と国民の安全
を守るために必須であるばかりでなく，世界の
安定・安全のためにも重要な課題ということが
できる。とくに，エネルギーから重化学材料資
源のほとんどすべてを外国に依存し，食糧の大
半を輸入に頼るわが国が，途上国をはじめ支援
を必要とする世界の国々に援助の手を差し伸べ
ることは当然の責務といってよい。地方大学は
この面での教育研究において多大な国際貢献を
果たしてきた。
産業界は，今，先端技術の開発において，企
業の生死を掛けた熾烈な国際競争を展開してお
り，そのための人材確保，人材獲得競争が年々
激化している。大学もまた，旧制大学を先頭に，
中国やインドに代表所やオフィスを設け，優秀
な留学生の獲得に乗り出した。今度の留学生特
別枠の変更にもその影が映っているように思わ
れる。産業界として，海外から優秀な学生を大
学が獲得し，卒業後は日本に残って活躍してほ
しいと期待していることを非難するつもりはな
い。しかし，自分の国のことだけを考え，相手
の国のことはどうでもいいというのでは，諸外
国の理解も得られないのではないか。ODAの
削減や農学系留学生特別枠の削減は，着実に上
がってきた日本に対する国際的信頼を損なう愚
挙である。

地方大学の国際貢献

四国経済連合会参与（愛媛大学長） 小松 正幸

四国地方は１０月に入っても，まだ日中は汗ばむ日もありま

したが，朝晩の冷え込みで，街路樹のハナミズキやイチョウ

の葉は，赤や黄にほんのり色づき始めました。

新米の美味しい季節にもなりました。熱々のごはんに塩を

つけて握ったシンプルなおにぎり。一口食べた時の口あたり

がフワッとするように，程よく握ったものが特に美味しくい

ただけます。

９月１１日（月），高松市で国際化委員会主催の「中国ビジネ

スセミナー」を開催しました。日本語が堪能な中国籍のビジ

ネスコンサルタント 尹 昌来 氏をお招きして，講演とグル

ープ相談会を行いました。日本企業の中国市場参入をサポー

トしている日頃のご経験を踏まえ，大変有益なお話やアドバ

イスをいただきました。

また，今月号から「四国学コーナー」を設け，四国の開発

に偉大な足跡を残した先覚者の業績を紹介した叢書『四国開

発の先覚者とその偉業』（昭和３９年～４２年発刊）を，再編集

して連載してゆきます。

第１回目は，江戸時代末期の１８４９年に，現在の香川県三豊

市に生まれ，四国の道路建設に生涯を捧げた「大久保�之丞」

を取り上げています。

ご一読をお願いいたします。

日々，秋が深まっています。

気候の変わり目にお風邪など召しませぬよう，お体ご自愛

下さい。

（おおばやし）

イロ スミ

編 集 後 記

「明日をひらく 四経連」 No．５２９
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デジタル化時代の代表であるデジタル家電が
巷に溢れてきて久しい。カメラ，レコーダー，
ラジオ，テレビ，ビデオなど，アナログ技術の
粋を集めた商品として，製造メーカーから販売
店，お客様までその技術の恩恵を受け，ある意
味で“人間らしい”生活の一部を担ってきた。
また，一方で単機能として分かり易い商品でも
あった。
近年，デジタル技術の進歩，半導体技術の進
展による小型化は，世の中の多様化と相まって，
従来のアナログ商品を駆逐し，デジタル化に大
きく舵をきらせてしまった。アナログ技術は，
経験と勘の領域を要求する部分もあり，開発に
技量と時間が必要であったが，“人間らしさ”
の由縁でもある。一方，デジタル技術は，全て
の機能を“１”か“０”かの二値なる信号で処
理してしまうため，非常に安定した動作を可能
とし，多様化する機能を比較的容易に実現でき
るようになった。そして，ソフトを組み替える
ことで更にいろいろな機能を実現でき，その用
途は著しい広がりを見せている。デジタルカメ
ラ，デジタル・レコーダー，デジタルビデオ，
FPDなど枚挙に暇が無い。２０１１年には，アナ
ログ放送も無くなる。そして，非常に早いスピ
ードで新製品が次々に開発され，かつ著しい価
格の下落と相まって，デジタル商品が，怒涛の
ごとく我々の生活の中に浸透してしまった。
この様なデジタル商品を製造するメーカーは，
グローバル化の流れの中で，製品の世代交代の

早さと著しい価格下落に対応すべく厳しい競争
に晒されている。その結果，各メーカーは，商
品の価格下落に原価低減が追いつかず，固定費
が少なく資金とスピードに物を言わせた海外の
新興企業に足をすくわれ著しく低い利益率に喘
いでいる。いわゆる，スマイル・カーブが益々
深くかつ，戻りようのない状況になってきてい
る。まさに，デジタル化時代の憂鬱である。
マイケル・ポーターは，競争戦略として三つ
のポイント：コスト競争力の強さ，他社に無い
機能の優位性，競争相手の限られたフィールド
の選択，を挙げている。何れも厳しいが，特に，
セル生産方式，U字ライン生産方式，部品の共
通化・標準化等の生産方式の変革による生産性
の改善あるいは固定費の削減可能な海外展開な
ど，コスト競争力強化に活路を見出そうと血の
にじむ努力がなされているが，必ずしも儲かる
状況にはない。一つの方向として垂直統合的な
事業構造に変えることで，付加価値を出来る限
り取り込む方向の事業変革があると思う。しか
し，素材からソフト開発まで，幅広い対応が必
要となり，膨大な人的資源，開発投資それに設
備投資が必要となり，各社がこのような事業構
造を取れるわけでない。自ずと企業間でのM&
Aや淘汰が今後益々激しくなるのではないかと
予想される。
デジタル家電に代表されるデジタル製品の製
造メーカーの憂鬱は，当分続きそうである。

デジタル化時代の憂鬱

四国経済連合会常任理事
（ハリソン東芝ライティング㈱社長） 篠� 慧

文化・芸術の秋，食欲の秋，どちらも満足させましょう

と，１１月初旬に欲張って出かけたところは栃木県の日光でし

た。紅葉はすでに終わりをむかえておりましたが，それでも

なお美しい山河や東照宮などの歴史遺産，地元名物の湯葉な

どを堪能し，すばらしい秋を満喫いたしました。日光の湯葉

は，東照宮造営のときに京都の門跡が伝えたのが始まりだそ

うです。

どの地域にもそれぞれ特有の歴史文化や風土があり，それ

に触れることで心が満たされる気がします。四国も良いもの

がたくさんあります，負けてはおられません。

当会では「四国学」に取り組んでいますが，今月号では，

その一環として「“四国”ブランドをいかに広め，活かすか」

をテーマに開催しました新四国創造フォーラムの様子を掲載

しています。

また，先月からスタートいたしました四国開発の先覚者の

コーナーでは，松山市の礎を築いた「足立重信」の偉業を取

り上げています。

ご一読をお願いいたします。

今年も後１カ月を残すばかりになりました。忘年会に，ク

リスマス，などなど行事も目白押しです。睡眠不足で，お風

邪など引かれませぬよう，ご自愛下さい。

（きむら）

イロ スミ

編 集 後 記
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２年半ほど前に官舎から分譲マンションに移
り住んだ。自分では当分官舎に住んでいようと
思っていたが，妻が「いつまでこんなところに
住んでいるのよ。自宅がないままじゃいやよ。」
と言うので説得的に反論することもできず，や
むなく自宅を購入することにした。勿論東京で
一戸建てなど買えるわけもなく，ローンを組ん
でやっとマンションを購入した。趣味として長
らくテニスをしているので老後を考えテニスコ
ートが近いということを最大の条件に選んだが，
これが面白い展開を生むことになった。
新築マンションであったため一斉入居が行わ
れたが，程なく住民有志からテニスサークルを
作ろうという話が持ち上がり，我が家も夫婦で
参加することにした。テニスには一度も来ない
のにパーティには必ず来るという人も含め総勢
４０名程度となった。ある時メンバーの中にピア
ノの先生とフルートの名手がいることが分かっ
たので，私がコンサートをやったらどうかと提
案し，実際にやってみたらこれが大受けした。
これがきっかけで２年前から私が呼びかけ人と
なりマンションにプロのミュージシャンを招き
住民を対象に集会室を活用してワインコンサー
トを開催するようになった。参加者全員で出演
料を払うとともにワインと料理を持ち寄ってパ
ーティを行うが，２カ月に１回程度の割合でこ
れまでに１０回開催した。いずれも大盛況で，住
民どうしが知り合い，多くの交流が生まれてい
る。

マンションに移り住んだ当時私は本省の産業
クラスター計画推進室長であったが，シリコン
バレー等の産業クラスターでは大学の研究者，
企業人，金融マン等の顔の見えるネットワーク
があり，それを基礎に IT，バイオ等のビジネ
スが次々と生まれており，日本での産業クラス
ター形成にもそうした顔の見えるネットワーク
の形成が重要と世の中に向かい叫んでいた。１
年半程前からは四国経済産業局長として高松に
赴任し四国における産業クラスター形成を目指
したテクノブリッジ計画を推進しているが，人
にえらそうなことを言うのなら自ら実践すべし
と思い，時々東京に行ってマンションのコミュ
ニティでのネットワーク形成活動を継続してい
る。
テニスサークルにしてもワインコンサートに
しても，楽しいから人が集まる。人が集まるか
らネットワークができる。マンションなどのコ
ミュニティであれば，そうしたネットワークが
できれば生活向上のためのいろいろな活動が誘
発され，私が住んでいるマンションではホーム
ページを介して物々交換が始まったり，有志に
よるパソコン教室が始まっている。地域レベル
でも同じかもしれない。地域の楽しい集いがあ
れば人が集まる。人が集まればネットワークが
できる。ネットワークができればそれを機に新
たなビジネスが誘発される。こんな形で四国版
産業クラスターが形成されることを期待したい。

コミュニティ形成

四国経済連合会参与（四国経済産業局長） 塚本 芳昭

歳末商戦も終盤に入り，イルミネーションで着飾った師走

の街は，慌ただしさを増しています。

家々でも，大掃除を行い，部屋のカレンダーは新しいもの

に取り替えて，玄関にはしめ飾りと，迎春準備に追われてい

ます。一年の過ぎてゆく速さを感じます。

さて，１０月３０日に四国商工会議所連合会と共催で「地方分

権時代の四国の都市のあり方」フォーラムを開催しました。

これからの四国のまちづくりや商店街の活性化について，専

門家の先生や第一線でまちづくりに取り組まれている方々か

らお話をいただき，意見交換を行いました。

また，１１月２９日には「四国出身の経営者との情報交流会」

を，過去２回は東京でしたが，今回初めて大阪で開催いたし

ました。関西地域でご活躍されている経営者の皆様から，四

国の活性化に向けて貴重なご意見やご提言をいただきました。

今月号はこれらを中心に編集いたしております。

新春１月１２日（金）には恒例の「四国新年交流会」を高松で

開催します。

また，１月３０日（火）には松山で，新体制になった日本経団

連との「四国地域経済懇談会」を開催いたします。御手洗会

長はじめ役員の方々をお迎えし，活発な意見交換を行う予定

です。

大勢の皆様方のご出席をお待ちしております。

会員の皆様には，今年一年当会の事業活動にご協力いただ

き，有難うございました。

来たる新しい年も，より一層のご指導ご支援を賜りますよ

う，よろしくお願い申し上げます。

（わたなべ）

イロ スミ

編 集 後 記
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皆さま，明けましておめでとうございます。
新年を迎えるにあたり，所感の一端を述べさ

せていただきます。

皆さまご承知のとおり，わが国経済は，設備
投資や輸出を中心に回復が続いております。回
復実感には乏しいものの，回復期間は，戦後最
長のいざなぎ景気を超えたと言われています。
先行きについても，昨年末に発表された政府や
民間調査機関の経済見通しでは，平成１９年度も
大半が２％程度の緩やかな成長が続くと予測さ
れております。
一方，四国経済も，電気機械や造船，化学な

どを中心に，生産活動が堅調に推移し，設備投
資も増加傾向にあるなど，緩やかな改善が続い
ております。四経連が昨年１２月に実施した調査
でも，「景気は回復傾向にある」との見方が５０％
を占めており，比較的良好な状態を保っており
ます。今後も，こうした回復の動きを確実なも
のとし，四国経済の持続的発展に繋げていかな
ければならないと考えております。

しかしながら，今日，わが国を取り巻く環境
は楽観できるものではありません。新年早々，
少し厳しい話題になりますが，昨年末，国の研
究所から，将来の推計人口が発表されました。
それによると，２０５５年のわが国の人口は，今よ

り４千万人近く減少し，９千万人を切るとの予
測であります。人口減少や少子高齢化の波は，
確実に大きくなっています。このことは単に成
長力が低下するというだけではありません。今
のような東京一極集中ではなく，それぞれの地
域が生き生きと自立し，国全体を支えるという
姿にしなければ，わが国の持続的発展は望めな
いということであります。
そのため，道州制など，地方の自立に向けた
新しい国の形を目指す動きも強まっており，四
国においても，道州制の問題については，議論
を深めていかねばならないと考えています。そ
れと同時に，四国が自立した地域を実現するた
めに重要なことは，地域の強みを生かした取り
組みを，より一層推し進めることであります。

例えば，四国八十八カ所です。昨年NHKで
「ウォーカーズ」というドラマが放映されるな
ど，四国遍路の人気が高まっています。それは
本四３橋や高速道路整備の効果も，もちろんあ
りますが，長い歴史を持つ遍路文化の中に，現
在の人々の心にも訴えるものがあるからではな
いでしょうか。その遍路も，マイカーを利用す
る人が多いようですが，一方で徒歩で回る，い
わゆる「歩き遍路」も少なくありません。マイ
カーに対しては，わかりやすい標識が必要です
し，歩き遍路については，車社会における安全

四国経済連合会

会長 大 西 淳

新年のご挨拶

年頭挨拶
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な遍路道の整備も重要であります。こうしたこ
とに一つ一つ着実に取り組みながら，四国の誇
るべき文化を守ってゆくことが，これからの高
齢化時代，そして心の豊かさに価値を求める時
代において，大切なことではないでしょうか。
もちろん，四国の特徴は八十八カ所だけでは

ありません。豊かな自然や歴史，アート，食文
化，更には四国アイランドリーグなどいくらで
もあります。折しも，２００７年の今年から，団塊
世代，約７００万人のリタイアが始まり，全国で
交流人口の拡大が期待されます。四国が特性を
生かし，連携して取り組んでゆけば，お遍路さ
んだけでなく，観光客やロングステイ客など多
くの人を四国に呼び込むことができるものと考
えております。

産業の活性化についても同じです。四国の強
みや特性を生かしてゆくことが重要であります。
ご承知のように，四国には，国内あるいは世界
の中で大きなシェアを持つ，特色ある製品を作
っている企業がたくさんあります。今，四国は
生産活動が好調ですが，その背景にはこうした
企業の競争力があります。国際競争が激しくな
る中で，今後も四国の産業競争力を維持・向上

させてゆくためには，付加価値の高い製品やサ
ービスを継続的に作り出してゆく必要がありま
す。そのためには，産学官の連携が必要であり，
希少糖や無細胞タンパク質合成，酸化亜鉛透明
導電膜など，四国の大学で生まれた技術が，新
しい産業の創出へと結びつくことを，是非とも
期待致すところであります。

今年の干支はイノシシであります。時代は大
きく変化していますが，決して縮み思考に陥る
ことなく，四国の強みを認識し，これを生かし
ながら，四国一体となって，イノシシのように，
真っ直ぐ元気に魅力ある地域づくりに取り組ん
でゆこうではありませんか。

新しい年が皆さまにとりまして，素晴らしい
発展の年となりますことをお祈りいたしますと
ともに，本年も引き続き四経連の活動に対しま
して皆さまのご支援，ご協力をよろしくお願い
申し上げます。

本文は，１月１２日の四国新年交流会におけ
る大西会長挨拶を掲載しております。

3２００７．１四経連
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現下の経済は，「いざなぎ景気」を超えて，
戦後最長記録を更新中だ。平均株価も，昨年後
半から上げ基調を継続し，通年で６．９％の値上
がりとなり，これで４年連続，平均株価が前年
末を上回ることとなる。アメリカ経済の減速や，
内需の低迷などの懸念材料はあるものの，基本
的には，わが国経済は堅調に推移することが想
定される。
しかしながら，こうした全体的な動きとは別
に，通信業界は全体の売上高が漸減しており，
固定電話市場における過当競争や市場の飽和に
伴う携帯電話市場の成長鈍化に代表されるよう
に，そのマーケットの縮小が懸念される。
着実に成長を続ける自動車・精密機械・造船
重機業界との決定的な差は何か，それは「海外
における収益力の差」である。通信業界が国内
の限られたパイを奪い合うゼロサムゲームに終
始する限り，その発展は望めないばかりか，企
業の投資体力を落とし，四国など多くの離島山
間地域を抱える地方の「ユニバーサルサービ
ス」の維持に悪影響を及ぼすだけでなく，光フ
ァイバを中心とした「ブロードバンドサービ
ス」の普及においても，新たな都市部との格差
を拡大させかねない。
では，新たな成長のフロンティアをどこに求
めるのか？ 通信の世界では，国境の壁は低く，
既存のサービスにおいては，国際競争は既に寡
占化しており，新たなフロンティアとは為り得
ない。私は新たなフロンティアはNGN（次世
代通信網）であろうと考えている。
NGNは，電話網の信頼性や安定性，インタ

ーネットの柔軟性や経済性といったそれぞれの
長所を併せ持ち，次世代のブロードバンドユビ
キタスサービスを創造する，光ファイバによる
フル IP ネットワークである。音声・データ・
映像などは，全てデジタル処理され，NGNと
して統合されたひとつのネットワークの中を流
通する。そこにおいてはネットワークの流通機
能と，中を流れる情報サービスの制御機能は分
離され，誰もが，ネットワークを意識せず，望
むレベルでの品質の情報を格段に低価格でやり
とりすることが可能となる。
例えば，ハイビジョンレベルでの動画の通信
はデータのやり取りも同時に重ね合わせること
により，商取引現場に大きな影響を与えるだろ
うし，さらに遠隔操作技術と重ね合わせれば，
遠隔医療にも飛躍的な進歩が見込まれ，離島で
の医療対策の現実的な答えとなるかもしれない。
四国でも昨年からスタートしている「地上デ
ジタル放送」も，デジタル信号としてNGN内
を流れることにより，いわゆる通信と放送の垣
根はなくなり，新たなビジネスシーンを生むこ
とになるだろう。
このようにNGNは距離と空間を克服するツ
ールでもあり，非常に広範な形で社会のインフ
ラとして，日本が抱えている様々な社会的課題
の解決や生産性の向上，さらにはバランスのと
れた国土形成に貢献できる可能性を秘めている。
日本の国際競争力の強化，四国などの地方部
の格差解消のためにも，世界に先駆けた展開を
図るべく，官民が一体となった開発・法体系の
整備を望みたい。

成長のフロンティア NGN
（Next Generation Network 次世代通信網）

四国経済連合会常任理事
（西日本電信電話㈱四国事業本部長） 酒井 紀雄

もうすぐ「桃の節句」街のお店のディスプレイもすっかり

春らしく模様替えされています。

さて，１月３０日（火）には，松山市で日本経団連との共催に

よる「四国地域経済懇談会」を開催し，約１５０名の会員の方々

のご出席のもと「希望と活力あふれる日本・四国を目指し

て」を基本テーマに，四経連と日本経団連が活発な意見交換

を行いました。

また，１月１９日（金），徳島市で開催しました「魅力ある未

来の四国づくりを考える国土形成計画シンポジウム」では，

プロデューサーの残間里江子氏の基調講演に続き，「これか

らの国土づくりと社会基盤のあり方」をテーマに，パネルデ

ィスカッションが行われ様々な活性化方策が提案されました。

両会議は，四国の自立的発展に向けて，地域特性を生かし

四国がひとつになって取り組むことの重要性を改めて強く認

識する機会になったように思います。

今月号はこれらを中心に編集しております。ご高覧下さい。

この度，事務局の一部に異動がありました。調査役の小林

博幸氏が出向元に帰り，新しく中嶋康士氏が着任いたしまし

た。前任者同様よろしくお願いいたします。

春間近とはいえ，まだしばらくは寒暖の差が残ると思われ

ます。お身体ご自愛下さい。

（きむら）

イロ スミ

編 集 後 記
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数年前まで，小・中学生にお金や金融の話を
するのは，何となく憚られる雰囲気があったよ
うに思う。以前は，「お金について深く考える
のは，大人になってからでよい」とか，「金融
知識は成人すれば自ずと身に付く」といった考
えが一般的であった。そこには，「大人になる
までは，お金や金融に関する情報から子供たち
を隔離しておくことが出来る」という前提が存
在していたと考えられる。
しかし，最近は，携帯電話やインターネット
の普及により，児童・生徒たちが金融関連情報
に直接触れるようになり，以前のような情報遮
断が難しくなった。また，金融機関側でも個人
向けの様々な金融商品を充実させてきており，
今の子供たちは，大人になってから，これらの
リテール金融（個人向けの小口金融ビジネス）
を活用して，自分の人生を豊かにするよう行動
していく筈である。
こうした環境変化を踏まえ，児童・生徒への
金融教育の重要性についての認識が広まってき
た。日本銀行に事務局を置く金融広報中央委員
会では，一昨年を「金融教育元年」と位置付け，
関係省庁や地公体，金融機関と連携しながら，
学校での金融教育実践事例の紹介，地域住民も
参加した金融教育公開授業，児童・生徒を対象
とした意識調査などを実施してきている。
四国でも，学校の先生方は，様々な工夫を凝

らしながら，金融の授業を充実させつつある。
自分自身，この二年間で香川県内の小・中学校
１１校を訪ね，金融教育授業の見学や先生方との
意見交換をさせて頂いた。社会，道徳，国語の
既存の教材にお金の話を関連付ける授業や，外
部から講師を招く方法，修学旅行のお小遣いの
使い方を議論させたり，擬似株式会社を作って
子供たちに近隣の産品販売管理を学ばせるやり
方など，実に多様な手法があった。
これらの授業全てに共通していたのは，子供
たちに「物事の優先順位付けを行う能力」を身
に付けさせようとする，先生方の情熱である。
生活設計・人生設計を行う能力の土台として，
欲望を制御することの大切さと難しさを教えて
おられた。一連の授業を拝見して，金融の初歩
を学ぶときに，必ずしも特別の教材が要るわけ
ではないのだな，と感じた次第である。
さて，今年小豆島では，島内全ての１０小学校

の児童が参加して，「お金の俳句コンテスト」が
実施された。小豆島所縁の俳人尾崎放哉に因み，
お金について学んだことを俳句で表現させよう
という試みで，素晴らしい作品が多く寄せられ
た。つい先日，３月２６日に決定した最優秀賞は，
６年生の『貯金はね 未来のぼくへ プレゼン
ト』との一句である。生活設計能力の土台が作
られ始めたことが感じられ，頼もしくて秀逸な
作品だと思う。

子供たちへの金融教育

四国経済連合会参与（日本銀行高松支店長） 正願 隆一

記録的な暖冬で，当初，桜の開花が例年より随分早くなる

との予報が出て，大きな話題となりました。

日本人にとって，桜の花見は欠かすことのできない格別の

イベントなのでしょう。

結局のところ，開花はほぼ平年並みとなり，かく言う私も

花見の楽しみが先延ばしになって少し残念に思った一人です。

さて，去る２月５日に松山市で開催しました社会構造問題

特別委員会では，格差問題の第一人者である，京都大学の橘

木俊詔先生をお招きし，格差拡大の実態とその是正策につい

て大変興味深いお話を承りました。

また，２月１５日には，四国の観光資源の認知度や体験度に

関する四経連アンケート調査の結果を発表しました。

四国住民には馴染みがあっても，全国的にはまだまだ知ら

れていない観光資源も少なくない等，今後の四国の観光振興

を考えるうえで参考になるデータがいろいろ得られました。

今月号はこれらを中心に編集いたしております。

桜の花だけでなく，スイートピー，フリージア，ストック，

サイネリア等々，花屋の店先にも春色が溢れています。

先日，チューリップを一鉢買い求め，玄関に飾って楽しん

でいます。花のある暮らしは気持ちを優しくしてくれます。

（わたなべ）

イロ スミ

編 集 後 記
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